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大空を泳ぐ！こいのぼり
ちばデスティネーションキャンペーン 

平成19年2月1日～4月30日 

秋の例大祭 庖丁式奉納 秋の例大祭 庖丁式奉納 

おもしろかかし大集合 

人口の動き 
総人口 
45,461人 

世帯数 
16,900世帯 

男 
21,761人 

女 
23,700人 

（平成18年11月1日現在） 

出生 18人 死亡 50人 転入 79人 転出 92人 

「奉納　四條流庖丁式　舩中
せんちゅう

之
の

鱸
すずき

四條眞流会一門」 高
たか

家
べ

神社（千倉地区）10月17日（火）

http://visit.city.minamiboso.chiba.jp/mobile/

南房総の
旬な観光情報

南房総
いいとこどり



石
井
市
長
は
、「
市
の
個
性
や
特
色
を

発
展
の
原
動
力
と
し
、
7
つ
の
地
域
の
一

体
的
な
発
展
を
目
指
す
。
ま
た
、
さ
ら
な

る
発
展
の
た
め
尽
力
し
て
い
く
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

堂
本
知
事
は
、
旧
町
村
の
特
色
を
挙

げ
て
、「
ア
ジ
サ
イ
の
よ
う
に
多
様
な
色

彩
の
美
し
さ
で
発
展
を
願
う
」
と
祝
辞

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

合
併
功
労
者
と
し
て
、
合
併
協
議
に

尽
く
し
た
旧
7
町
村
の
町
村
長
、
議
会

議
長
の
23
人
が
総
務
大
臣
表
彰
、
合
併

協
議
会
の
委
員
を
務
め
た
52
人
に
石
井

市
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
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合
併
記
念
式
典

新
市
誕
生
を
祝
う
合
併
記
念
式
典
が
、
10
月
19
日
（
木
）
白
浜
フ
ロ
ー
ラ
ル

ホ
ー
ル
で
堂
本
暁
子
県
知
事
は
じ
め
、
国
会
議
員
、
県
議
会
議
員
、
近
隣
市
町

村
長
お
よ
び
関
係
者
約
5
0
0
人
を
招
待
し
、
盛
会
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

合併記念式典冊子

石井市長あいさつ

被
表
彰
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

総
務
大
臣
表
彰(

敬
称
略
・
順
不
同)

〈
町
村
長
〉

旧
富
浦
町
　
遠
藤
一
郎
／
旧
富
山
町

鈴
木
豊
・
平
野
喜
男
／
旧
三
芳
村
　
安

藤
光
男
・
中
川
豊
昭
／
旧
白
浜
町
　
早

川
一
郎
／
旧
千
倉
町
　
木
下
敬
二
／
旧

丸
山
町
　
石
井
洋
／
旧
和
田
町
　
中
山

夘
一
郎

〈
議
会
議
長
〉

旧
富
浦
町
　
穂
積
昭
治
・
岡
闢
美
憙

男
・
大
矢
康
昭
／
旧
富
山
町
　
渡
駛
政

久
／
旧
三
芳
村
　
大
森
一
郎(

故
）
・
川

名
晴
作
／
旧
白
浜
町
　
闍
木
一
康
／
旧

千
倉
町
　
三
田
春
海
・
鈴
木
義
雄
／
旧

丸
山
町
　
折
原
信
夫
・
柴
田
一
敏
・
鈴

木
卓
夫
／
旧
和
田
町
　
庄
司
眞
敏
・
羽

山
和
夫

南
房
総
市
は
、
平
成
の
大
合
併
で
は
県

内
最
多
と
な
る
富
浦
町
、
富
山
町
、
三
芳

村
、
白
浜
町
、
千
倉
町
、
丸
山
町
、
和
田

町
の
旧
7
町
村
に
よ
り
３
月
20
日
に
誕
生

し
ま
し
た
。

新
市
の
面
積
は
、
２
３
０
・
２
２
裄
で

県
内
56
市
町
村
中
5
番
目
、
人
口
は
、
4

万
4
千
７
６
３
人
（
平
成
17
年
10
月
1
日

現
在
　
国
勢
調
査
）
で
33
番
目
で
す
。

総務大臣表彰を受賞された皆さん

堂本知事祝辞

南
房
総
市
合
併
記
念
式
典
を
開
催

式典の様子式典の様子 式典の様子 



市
長
感
謝
状(

敬
称
略
・
順
不
同)

〈
助
役
〉

旧
富
浦
町

穂
積
徹
雄
・
穂
積
利

夫
／
旧
富
山
町
　
笹
本

彦
・
川
名
喜

昭
／
旧
三
芳
村
　
川
名
守
・
中
村
和

夫
／
旧
白
浜
町
　
竜
崎
勇
夫
／
旧
千
倉

町
　
鈴
木
利
輝
／
旧
丸
山
町
　
佐
生

勝
／
旧
和
田
町
　
黒
川
和
之

〈
議
会
議
員
〉

旧
富
浦
町
　
真
木
利
幸
／
旧
富
山
町

鈴
木
孝
雄
／
旧
三
芳
村
　
仲
村
正
博
／

旧
白
浜
町
　
吉
田
正
慶
／
旧
千
倉
町

高
木
茂
（
故
）
・
加
藤
俊
夫
／
旧
丸
山

町
　
鎌
田
恒
夫
／
旧
和
田
町
　
庄
司
忠

夫
・
石
井
一
好

〈
学
識
経
験
者
〉

・
町
村
代
表

旧
富
浦
町
　
本
間
誠
章
・
古
内
徳
子
／

旧
富
山
町
　
小
川
忠
・
永
井
玉
江
・
砂
賀

英
機
・
青
木
洋
子
／
旧
三
芳
村
　
菅
沼
弘

夫
・
岡
本
令
子
・
和
田
博
之
・
平
驂
常

子
／
旧
白
浜
町
　
太
田
利
一
・
安
田
や
志

江
／
旧
千
倉
町
　
熊
井
好
子
（
故
）
・
鈴

木
信
孝
・
堀
内
寛
／
旧
丸
山
町
　
渡
邊
田

喜
雄
・
石
井
芳
男
／
旧
和
田
町
　
川
名
幸

雄
・
角
田
勲
・
川
名
秀

・
農
業
代
表

旧
丸
山
町
　
野
宮
紀
昭

・
漁
業
代
表

旧
千
倉
町
　
小
滝
季
儀

・
教
育
関
係
代
表

旧
三
芳
村
　
福
原
和
夫

・
青
年
代
表

旧
三
芳
村
　
外
山
不
二
夫

旧
白
浜
町
　
宇
山
隆
之

・
千
葉
県
職
員

嶋
闢
仁
・
武
富
裕
次
・

狩
野
正
勝
・
板
倉
正
典
・

小
沢
一
之

〈
監
査
委
員
〉

旧
富
浦
町
　
能
重
昭
一
・

和
泉
洋
雄
・
吉
川
勲

式
典
で
は
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
、
地
元
中

学
生
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
紹
介
や
、
安
房
八
幡

太
鼓
と
白
浜
音
頭
、
南
房

総
さ
わ
や
か
音
頭
な
ど
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
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合
併
記
念
式
典

安房八幡太鼓

これからの季節、朝晩の冷え込みが厳しくなり、さらに空気が
乾燥し火災の発生しやすい時季を迎えます。
このような時季を迎えるにあたって、一人ひとりが火災予防の
知識を持って実践することにより、火災の発生を防ぎ、高齢者や
幼い子供たちを中心とした死傷者の発生を減少させ、財産の損失
を防ぐことを目的として11月9日（木）から15日（水）まで火
災予防運動を実施します。平成18年は、『消さないで　あなたの
心の　注意の火。』を全国統一防火標語とし、市では、下記のと
おり重点目標を掲げて火災予防対策に努めていきますので、皆さ
んのご協力をお願いします。また期間中、南房総市消防団の各
支団による防火宣伝パレードを実施します。

◆ 重点目標
① 住宅防火対策の推進
② 放火火災･連続放火火災防止対策の
推進

③ 特定防火対象物などにおける防火安全対策の徹底 問い合わせ　消防防災課　ＴＥＬ　33－1052

南房総さわやか音頭 白浜音頭

統一標語 『 消さないで　あなたの心の　注意の火。』
11月9日貅から15日貉まで秋の火災予防運動が始まります

3つの習慣

1．寝たばこは、絶対やめる。

2．ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。

3．ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

4つの対策

1．逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。

2．寝具や衣類およびカーテンからの火災を防ぐために、防

炎品を使用する。

3．火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器などを設

置する。

4．お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協

力体制をつくる。

～住宅防火　いのちを守る　7つのポイント～



町
政
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
、
こ
の
功

績
が
認
め
ら
れ
本
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

10
月
11
日
（
水
）
虎
ノ
門
パ
ス
ト
ラ
ル

（
東
京
都
港
区
）
に
お
い
て
、
伊
丹
利

雄
さ
ん
が
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
伊
丹
さ
ん
は
平
成
３
年
４
月

か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
行
政
相
談
委
員

と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
表
彰
は
、
行
政
相
談
活
動
に
つ

い
て
、
特
に
顕
著
な
功
績
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。

10
月
16
日
（
月
）
如
水
会
館
（
東
京

都
千
代
田
区
）
に
お
い
て
、
金
房
か
な
ふ
さ

保
さ

ん
が
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
金
房
さ
ん
は
旧
朝
夷
地
区
教
育

委
員
会
お
よ
び
旧
白
浜
町
教
育
委
員
会
を

と
お
し
て
、
教
育
委
員
と
し
て
17
年
11
カ

月
、
教
育
委
員
長
と
し
て
９
年
６
カ
月
の

長
期
に
わ
た
り
、
地
方
教
育
行
政
に
尽
力

さ
れ
た
顕
著
な
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。

11
月
３
日
（
金
）
千
葉
県
議
会
議
場
に

お
い
て
、
４
人
の
皆
さ
ん
が
文
化
の
日
知
事

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

石
井
さ
ん
は
、
平
成
９
年
に
旧
丸
山
町
長

に
初
当
選
以
来
、
３
期
８
年
10
カ
月
在
職
、

多
年
に
わ
た
り
地
方
自
治
と
千
葉
県
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

(

順
不
同)

遠
藤
さ
ん
は
、
昭
和
62
年
２
月
に
旧

富
浦
町
長
に
初
当
選
以
来
５
期
19
年
に

わ
た
り
町
政
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
安
房
８
町
村
合
併
協
議
会
会

長
、
安
房
７
町
村
合
併
協
議
会
会
長
を

歴
任
し
、
本
合
併
の
推
進
役
と
し
て
も

ご
活
躍
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
功
績
が
認
め

ら
れ
、
本
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

中
山
さ
ん
は
、
昭
和
61
年
か
ら
旧
和

田
町
収
入
役
、
昭
和
62
年
か
ら
旧
和
田

町
助
役
、
平
成
６
年
４
月
に
旧
和
田
町

長
に
初
当
選
以
来
３
期
12
年
に
わ
た
り

叙
　
勲
　
・
　
表
　
彰
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平
成
18
年
　
秋
の
叙
勲

旭日小綬章
（地方自治功労）

遠藤一郎氏（82歳）
(旧富浦町長)

旭日双光章
（地方自治功労）

中山夘一郎氏（76歳）
(旧和田町長)

総
務
大
臣
表
彰

文
部
科
学
大
臣
表
彰

皆皆
ささ
んん
おお
めめ
でで
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす

早
川
さ
ん
は
、
平
成
12
年
に
旧
白
浜
町
長

に
初
当
選
以
来
、
２
期
６
年
在
職
、
多
年
に

わ
た
り
地
方
自
治
と
千
葉
県
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

山
口
さ
ん
は
、
昭
和
60
年
に
旧
白
浜
町
商

工
会
理
事
、
平
成
９
年
に
会
長
に
就
任
。
現

在
は
、
南
房
総
市
白
浜
商
工
会
会
長
を
務
め

て
お
り
、
観
光
客
誘
致
や
商
工
業
の
振
興
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

渡
駛
さ
ん
は
、
平
成
４
年
か
ら
千
葉
県
建

設
業
協
会
理
事
を
務
め
ら
れ
、
建
設
業
の
発

展
に
貢
献
し
、
特
に
自
然
災
害
に
備
え
防
災

訓
練
な
ど
を
実
施
、
建
設
業
界
の
防
災
取
り

組
み
を
推
進
し
ま
し
た
。

文
化
の
日
表
彰

（地方自治功労）

石井　洋氏（64歳）
(旧丸山町長)

（県土整備功労）

渡駛光義氏（69歳）
(白浜地区)

（地方自治功労）

早川一郎氏（69歳）
(旧白浜町長)

（商工労政功労）

山口惣司氏（70歳）
(白浜地区)

伊丹利雄氏（75歳）
(丸山地区)

金房　保氏（80歳）
(白浜地区)



10
月
16
日
（
月
）
市
役
所
に
お
い
て
、

人
命
救
助
の
善
行
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
の
は
、
東
京
都
町
田
市

の
小
峯
力
さ
ん
（
流
通
経
済
大
学
ス
ポ

ー
ツ
健
康
科
学
部
助
教
授
）
で
８
月
５

日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
ご
ろ
、
多
田

良
北
浜
海
水
浴
場
に
お
い
て
、
溺
れ
て

心
肺
停
止
状
態
の
少
女
を
心
肺
蘇
生
法

で
回
復
さ
せ
、
幼
い
生
命
を
救
い
ま
し
た
。

小
峯
さ
ん
は
、
一
緒
に
い
た
森
洋
行

さ
ん
と
心
肺
蘇
生
法
を
行
い
、
３
分
20

秒
後
、
少
女
は
奇
跡
的
に
息
を
吹
き
返

し
ま
し
た
。

森
さ
ん
に
は
、
日
程
の
都
合
に
よ
り

後
日
、
定
期
表
彰
式
に
お
い
て
表
彰
状

を
交
付
し
ま
す
。

こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

52006年11月号

９
月
21
日
（
木
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、

「
あ
す
な
ろ
会
」
代
表
　
石
井
登
志
江
さ

ん
（
平
群
地
区
）
会
員
28
人
か
ら
、
富
山

国
保
病
院
へ
患
者
の
皆
さ
ん
に
と
、
車
椅

子
４
台
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
体
力
の
維
持
や
健

康
の
増
進
、
ま
た
社
会
参
加
を
促
進
し
親

睦
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
安
房
地
区
身

体
障
害
者
福
祉
会
が
主
催
す
る
第
33
回
安

房
地
区
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
が
、
10

月
14
日（
土
）

館
山
市
に
あ

る
千
葉
県
立

館
山
運
動
公

園
を
会
場
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
市
内
か
ら
は

千
倉
地
区
、
白
浜
地
区
の
身
体
障
害
者
福

祉
会
の
会
員
や
家
族
の
皆
さ
ん
が
、
玉
入

れ
や
パ
ン
食
い
競
争
な
ど
の
計
10
種
目
に

参
加
し
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
競
技
に
は
、
石
井
市
長
を
は
じ

め
と
し
た
来
賓
の
皆
さ
ん
も
参
加
し
、
終

始
和
や
か
な
ム
ー
ド
で
し
た
。

結
果
は
、
１
位
　
鋸
南
町
、
２
位
　
南

房
総
市
白
浜
地
区
、
３
位
　
南
房
総
市
千

倉
地
区
と
な
り
ま
し
た
。

白
浜
・
長
尾
小
３
年
生
が
、
10
月
10
日

（
火
）
白
浜
活
性
化
施
設
「
花
の
情
報
館
」

で
育
苗
し
た
苗
を
使
用
し
て
、
植
え
つ
け

体
験
を
行
な
い
ま
し
た
。

こ
の
体
験
を
通
じ
て
土
に
触
れ
る
喜
び
、

自
分
の
植
え
た
苗
が
花
に
な
る
喜
び
を
味

わ
っ
て
も
ら
お
う
と
有
限
会
社「
浜
太
郎
」

の
協
力
を
得
て
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
苗
が
花
に
な
る
３
月
ご
ろ
に
摘
み

取
り
体
験
を
行

い
、
摘
み
取
っ

た
花
は
６
年
生

の
お
兄
さ
ん
や

お
姉
さ
ん
の
卒

業
式
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

善
意
の
寄
付

き
れ
い
な
花
が
咲
く
よ
う
に

第
33
回
安
房
地
区
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会

寄付された車椅子

表彰状を受けとる小峯　力さん（左）と
石井市長

善
行
表
彰

花の苗植え付け体験花の苗植え付け体験 花の苗植え付け体験 

市では「学校を核とした食育推進事
業」を行っています。その一環として、
石井市長は学校給食の実態を知るた
め、10月12日（木）八束小学校を訪れ、
児童と一緒に給食を食べました。

また、10月20日(金)食育推進委
員と市内小・中学校の食育担当
者24人は、松戸市立横須賀小学
校へ食育先進校の視察に行きま
した。

和田地区の新任外国語指導助手（ALT）
として、ダグラス・クリストファー・チ
ャールズさんが赴任しま
した。
ダグラスさんは、アメ

リカ・イリノイ州出身の
24歳です。大学時代は
「英語教育」を専攻してい
ました。すでに、和田地
区の小中学校での英語指
導を開始していますので、
よろしくお願いします。

◆学校を核とした食育推進事業

食
育
先
進
校
の
視
察

を
実
施

市長が子どもたちといっしょに給食

◆和田地区の新任ALTが赴任

ダグラス・
クリストファー・
チャールズさん

安房地区障害者スポーツ大会の様子
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市
民
海
外
交
流
研
修
報
告

ホームステイの様子

７
月
30
日
か
ら
８
月
18
日
ま
で
の
間
に
高
校

生
海
外
派
遣

生
海
外
派
遣
に
参
加
参
加
し
た
交
流
研
修
報
告

交
流
研
修
報
告
を

紹
介
紹
介
し
ま
す
。 

７
月
30
日
か
ら
８
月
18
日
ま
で
の
間
に
高
校

生
海
外
派
遣
に
参
加
し
た
交
流
研
修
報
告
を

紹
介
し
ま
す
。 

『
カ
ナ
ダ
研
修
を
終
え
て
』

私
は
今
回
の
カ
ナ
ダ
研
修
で
様
々
な
こ
と
を

経
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
が
一
番
日
本
と
の
違
い
を
感
じ
た
場
は
、

や
は
り
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家
で
の
生
活
で
し

た
。
日
本
の
家
で
は
特
に
決
ま
っ
た
ル
ー
ル
は

な
い
の
で
す
が
、
カ
ナ
ダ
の
家
で
絶
対
に
守
ら

な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
事
が
、
ド
ア
を
ノ
ッ

ク
す
る
こ
と
と
、
寝
る
と
き
以
外
は
ド
ア
を
開

け
て
お
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
最
初
は
そ
れ
ら

の
こ
と
を
忘
れ
が
ち
で
失
敗
す
る
こ
と
が
多
か

っ
た
の
で
す
が
、
慣
れ
て
く
る
と
自
然
に
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
て
驚
き
ま
し
た
。
朝
は
一

人
で
朝
食
を
食
べ
て
、
お
弁
当
を
作
っ
て
学
校

に
通
っ
て
い
ま
し
た
。
日
本
み
た
い
に
お
母
さ

ん
が
朝
食
や
お
弁
当
を
作
っ
て
く
れ
る
と
い
う

こ
と
は
、
平
日
は
あ
り
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
お

母
さ
ん
が
起
き
て
こ
な
い
の
で
自
分
で
す
る
し

か
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
。
な
の
で
そ
の
点
で
は

自
立
し
た
生
活
が
で
き
て
よ
か
っ
た
な
ぁ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
洗
濯
は
週
に
一
回
し
か
し
な
い

お
宅
で
し
た
。
大
変
水
が
貴
重
な
の
で
、
日
本

の
よ
う
に
毎
日
洗
濯
す
る
と
い
う
の
は
考
え
ら

れ
な
い
そ
う
で
す
。
お
風
呂
も
入
れ
る
時
間
が

決
ま
っ
て
い
て
、
私
の
ス
テ
イ
し
た
家
は
、
二

十
分
間
で
出
て
く
る
と
い
う
約
束
で
お
風
呂
に

入
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
も
日
本
の
家
だ
と
考

え
ら
れ
な
い
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
最
初
は
と
て

も
戸
惑
い
ま
し
た
。
三
日
ぐ
ら
い
で
よ
う
や
く

慣
れ
る
こ
と
が
で
き
て
、
そ
の
時
は
本
当
に
自

分
で
も
驚
く
ぐ
ら
い
普
通
に
思
え
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
生
活
の
場
が
変
わ
る
だ
け
で

物
の
と
ら
え
方
が
こ
ん
な
に
も
変
わ
る
ん
だ

な
ぁ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

私
達
の
訪
れ
た
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
島
は
、
夜
九

時
頃
ま
で
明
る
く
、
日
照
時
間
が
と
て
も
長
い

で
す
。
そ
の
た
め
、
夕
飯
を
七
時
頃
に
食
べ
お

わ
っ
て
か
ら
、
出
か
け
る
と
い
う
の
は
と
て
も

自
然
な
こ
と
ら
し
い
で
す
。
実
際
私
も
、
山
に

連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
お
母
さ
ん
と
一

緒
に
買
い
物
を
し
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
所
に
連

れ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
山
に
連
れ
て
行

っ
て
も
ら
っ
た
時
に
見
た
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
の
町

の
風
景
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
た
く
さ
ん
の
家

が
あ
る
の
に
、
そ
れ
に
負
け
る
こ
と
の
な
い
た

く
さ
ん
の
自
然
が
あ
り
ま
し
た
。
本
当
に
素
晴

ら
し
い
所
だ
な
と
改
め
て
感
じ
た
時
で
し
た
。

夜
九
時
以
降
は
、
家
族
と
リ
ビ
ン
グ
で
テ
レ
ビ

や
映
画
を
見
た
り
し
ま
し
た
。驚
い
た
こ
と
に
、

こ
の
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
に
は
、
電
気
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
な
の
で
テ
レ
ビ
や
映
画
を
見
る

時
は
、
真
っ
暗
で
し
た
。
本
当
に
家
で
普
通
に

生
活
し
て
い
る
だ
け
で
、
異
文
化
を
体
験
す
る

こ
と
が
で
き
、毎
日
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

学
校
で
の
生
活
も
、
日
本
と
違
う
面
が
多
々

あ
り
ま
し
た
。
一
番
驚
い
た
こ
と
は
、
授
業
が

と
て
も
オ
ー
プ
ン
だ
っ
た
こ
と
で
す
。
堅
苦
し

さ
の
な
い
授
業
で
、
自
由
に
発
言
す
る
こ
と
が

で
き
本
当
に
楽
し
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
に
学
校

に
通
う
こ
と
で
、
様
々
な
国
の
子
と
友
達
に
な

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ど
の
国
の
子
も
英
語

を
母
国
語
と
し
な
い
国
か
ら
来
て
い
た
の
で
、

自
分
の
言
い
た
い
こ
と
を
き
れ
い
に
全
部
伝
え

る
の
は
、
と
て
も
困
難
で
し
た
。
し
か
し
、
こ

の
よ
う
な
体
験
を
通
し
て
思
っ
た
こ
と
は
、
話

し
て
伝
え
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
れ
ば
相
手

も
理
解
し
て
く
れ
よ
う
と
し
て
く
れ
る
し
、
自

分
も
一
生
懸
命
に
な
れ
ば
、
意
志
は
伝
わ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
途
中
で
う
ま
く
伝
え
ら
れ
な

く
て
投
げ
だ
す
と
い
う
こ
と
は
、
絶
対
に
し
て

は
い
け
な
い
、
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
と
い
う
こ
と
を
学
べ
ま
し
た
。
学
校

の
み
ん
な
と
バ
ス
ケ
や
バ
レ
ー
を
し
て
楽
し
い

な
と
思
っ
た
気
持
ち
は
、
世
界
共
通
だ
な
と
思

い
改
め
て
ス
ポ
ー
ツ
の
力
っ
て
す
ご
い
な
と
感

じ
ま
し
た
。
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
の
学
校
で

学
ん
だ
こ
と
は
、
大
切
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
、
学
校
や
家
族
以
外
で
も
い

ろ
い
ろ
な
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
に
は
、
ホ
エ
ー

ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
で
見
た
シ
ャ
チ
を
は

じ
め
様
々
な
野
生
動
物
が
い
ま
し
た
。

豊
か
な
自
然
の
あ
る
証
拠
で
す
。
そ
し
て
、
な

に
よ
り
も
『
人
』
が
優
し
く
親
切
な
こ
と
に
感

激
し
ま
し
た
。
私
が
迷
子
に
な
っ
て
困
っ
て
い

た
時
に
助
け
て
く
れ
た
の
は
、
街
の
人
々
で
し

た
。し
か
も
道
を
教
え
て
く
れ
る
だ
け
で
な
く
、

行
き
先
ま
で
案
内
し
て
く
れ
た
人
も
い
ま
し

た
。
心
細
か
っ
た
私
を
温
か
い
笑
顔
で
「
大
丈

夫
」
と
励
ま
し
て
く
れ
た
時
は
、
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
で
す
。

こ
の
カ
ナ
ダ
研
修
を
終
え
私
が
得
た
も
の

は
、
英
語
の
重
要
性
と
自
分
の
意
志
が
は
っ
き

り
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
ま
で
英
語
が
話

せ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
た
あ
こ
が
れ
が
、

話
せ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
い
う
意
志
に
変
わ

っ
た
こ
と
は
、
非
常
に
自
分
に
と
っ
て
大
き
な

成
長
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
カ
ナ
ダ
へ
行
け
た

こ
と
で
、
自
分
の
将
来
へ
の
希
望
や
形
を
つ
か

め
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。
そ
し
て
私
は
、
今
回

の
研
修
で
出
会
っ
た
カ
ナ
ダ
の
お
父
さ
ん
、
お

母
さ
ん
、
多
く
の
人
々
、
Ｋ
Ｓ
Ｋ
Ｋ
の
仲
間
に

心
か
ら
感
謝
を
し
て
い
る
し
、
出
会
え
て
本
当

に
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

こ
の
出
会
い
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

カ
ナ
ダ
で
出
来
た
た
く
さ
ん
の
経
験
と
思
い
出

を
私
は
一
生
忘
れ
ま

せ
ん
。

笹子　和希さん

安房高2年
和田地区（ ）
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人
間
は
、
だ
れ
で
も
「
幸
福
な
生
活
を
送
る

権
利
」
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
人
権
と

い
わ
れ
る
も
の
で
、
人
間
が
人
間
ら
し
く
生

き
る
た
め
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
権
利
で
す
。

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

は
、
こ
の
大
切
な
権
利
を
守
る
た
め
に
努
力

し
て
い
ま
す
が
、
特
に
12
月
４
日
か
ら
12
月

10
日
ま
で
の
期
間
を
「
人
権
週
間
」
と
し
て
、

特
設
人
権
相
談
な
ど
各
種
の
行
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。

〜
　
人
権
週
間
行
事
　
〜

館
山
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
と
千
葉
地
方

法
務
局
館
山
支
局
で
は
、
人
権
週
間
に
ち
な

み
、
次
の
と
お
り
行
事
を
行
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

相
談
内
容

い
じ
め
、
親
子
･
夫
婦
･
扶
養
･
相
続
な

ど
の
家
庭
問
題
、
差
別
・
い
や
が
ら
せ
な
ど
、

人
権
上
の
問
題
や
悩
み
ご
と
な
ど

「
第
58
回
人
権
週
間
」

12
月
4
日
か
ら
12
月
10
日
ま
で

市では、簡素で効率的な行財政運営を行っていくため、6月に市役所内に行政改革推進本部を設置し、｢行政改革
推進計画｣の策定に取り組んでいます。
また、9月には市民組織である行政改革推進委員会を設置し、策定過程においての審議を行っています。
計画の策定にあたり、市民の皆さんからもご意見を募集します。
意見を募集する案件 「南房総市行政改革推進計画（案）」 平成18年度～平成21年度

（行政改革大綱および集中改革プランの案）
資料の公表の方法 ①市ホームページにて配信　http://www.city.minamiboso.chiba.jp

② 市役所行政改革推進室および各支所地域総務課にて閲覧
・閲覧時間　午前8時30分から午後5時30分まで

意 見 募 集 期 間 11月10日（金）から11月30日（木）まで必着
意見を提出できる人 市内に住所を有する人、市内に事務所･事業所を有する人、市内に通勤・通学している人
意見提出の方法 ①持　参　市役所本庁別館2階行政改革推進室または各支所地域総務課

②郵　送　〒299-2492
南房総市富浦町青木28 南房総市役所　総務部総務課　行政改革推進室宛

③ＦＡＸ　20－4593
④ E‐mail somu@city.minamiboso.chiba.jp

※ 意見用紙は、本庁行政改革推進室および各支所地域総務課に備えてあります。
また、市役所ホームページからもダウンロードできます。住所・氏名は必ず記入してください。

提出された意見の取り扱い
いただいた意見を考慮しながら、最終案を決定していきます。ご意見の概要やご意見に対する市の考え方
などは、住所・氏名など個人情報を除いて市ホームページなどで公表する予定です。
そ 　 　 の 　 　 他 匿名でのご意見や電話・口頭でのご意見は受け付けませんのでご注意ください。
問　い　合　わ　せ 行政改革推進室　TEL 3 3 - 1 0 3 1

募
集
・
案
内
・
お
知
ら
せ

南
房
総
市
行
政
改
革
推
進
計
画
（
案
）

に
対
す
る
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
！

「特設人権相談所」の開設 

月　　日 

12月　4日（月） 

12月　5日（火） 

12月　6日（水） 

12月　7日（木） 

12月　8日（金） 

12月18日（月） 

場　　所 

とみうら元気倶楽部 

館山市・菜の花ホール 

鋸南町ボランティアセンター 

千倉支所 

丸山保健福祉センター 

鴨川市役所 

※ 時　間　午前10時から午後3時まで 

相
談
員

人
権
擁
護
委
員
・
法
務
局
職
員

◆
「
常
設
人
権
相
談
所
」
の
開
設

日
　
時

12
月
6
日
（
水
）

12
月
13
日
（
水
）

12
月
20
日
（
水
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

場
　
所

法
務
局
館
山
支
局
　
人
権
相
談
所

相
談
員

人
権
擁
護
委
員

◆
「
街
頭
啓
発
」

日
　
時

12
月
4
日(

月)

午
前
10
時
か
ら

場
　
所

お
ど
や
千
倉
店
お
よ
び
鋸
南
店

内
　
容

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
、
啓
発
物
品
の
配
布

問
い
合
わ
せ

市
民
課
　
TEL

33
―
１
０
５
１

「
子
供
た
ち
が
自
分
の
力
で
健
全
な
食
生

活
を
実
践
で
き
る
よ
う
ち
ょ
っ
と
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
？
」

日
　
時

12
月
４
日
（
月
）

午
前
11
時
30
分
　
開
場

場
　
所

白
浜
フ
ロ
ー
ラ
ル
ホ
ー
ル

内
　
容

食
問
題
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
安
部
司
氏
に
よ

る
講
演
「
あ
な
た
は
何
を
食
べ
て
い
ま
す
か
」

〜
小
さ
な
選
択
が
食
と
心
を
変
え
る
〜
や
事

例
発
表
を
と
お
し
て
食
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
？

会
場
で
は
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
展
示
・

地
元
農
産
物
の
販
売
や
抽
選
会
を
行
い
ま

す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ

農
林
振
興
課
　
TEL

33
―
１
０
７
１

安
房
地
域
食
育
フ
ェ
ア
２
０
０
６

「
健
康
づ
く
り
の
つ
ど
い
」
開
催



国
民
健
康
保
険
税
が
、
あ
な
た
の
安
心

と
信
頼
の
医
療
を
支
え
て
い
ま
す
。

●
保
険
税
を
滞
納
す
る
と

・
納
期
限
を
過
ぎ
る
と

①
督
促
が
行
わ
れ
、
延
滞
金
な
ど
が
加

算
さ
れ
ま
す
。

②
本
来
の
保
険
証
よ
り
有
効
期
限
の
短

い
短
期
保
険
証
に
変
わ
り
、
頻
繁
に

更
新
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

・
１
年
を
過
ぎ
る
と

①
保
険
証
を
返
し
て
も
ら
い
、
代
わ
り

に
被
保
険
者
資
格
証
明
書
が
発
行
さ

れ
ま
す
。

②
医
療
機
関
で
は
、
い
っ
た
ん
全
額
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。

・
１
年
６
カ
月
を
過
ぎ
る
と

①
国
保
の
給
付
が
全
部
、
ま
た
は
一
部

が
差
し
止
め
ら
れ
、
滞
納
し
て
い
る
保

険
税
に
あ
て
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
民
課
　
TEL

33
―
１
０
６
２

収
納
課
　
TEL

33
―
１
０
２
４

年
末
調
整
や
確
定
申
告
・
市
町
村
民
税

の
申
告
の
際
に
、
国
民
年
金
保
険
料
を
社

会
保
険
料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合
、
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納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
を
添
付

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会
社
な
ど
が
発

行
す
る
控
除
証
明
書
と
同
様
に
、「
社
会

保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明

書
」
が
社
会
保
険
庁
か
ら
被
保
険
者
本
人

あ
て
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
控
除
証
明
書
の

発
送
時
期
は
、
平
成
18
年
１
月
か
ら
９
月

ま
で
の
間
に
保
険
料
の
納
付
が
あ
っ
た
人

の
分
に
つ
い
て
は
11
月
上
旬
で
す
。

平
成
18
年
10
月
か
ら
12
月
ま
で
の
間
に

初
め
て
保
険
料
の
納
付
が
あ
っ
た
人
に
は

平
成
19
年
２
月
に
同
様
の
控
除
証
明
書
が

送
付
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
平
成
18
年
中
に
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
し
た
人
全
員
に
「
社
会

保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明

書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
申
告
を
行

う
ま
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
も

し
、
控
除
証
明
書
を
紛
失
し
て
し
ま
っ
た

場
合
は
、
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
ま

で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
電
話

機
の
種
類
に
よ
っ
て
は
つ
な
が
ら
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
場
合
は
社
会

保
険
事
務
所
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
間
は
、
11
月
１
日
か
ら
平
成
19
年
３

月
16
日
ま
で
（
土
・
日
・
祝
、
12
月
29
日

か
ら
１
月
３
日
を
除
く
）

問
い
合
わ
せ

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

TEL

０
５
７
０
―
00
―
９
９
１
１

（
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）

木
更
津
社
会
保
険
事
務
所
　

TEL

０
４
３
８
―
23
―
７
６
１
５

募
集
・
案
内
・
お
知
ら
せ

11
月
は
「
ち
ば
国
保
月
間
」

年
末
調
整
・
確
定
申
告
を
す

る
際
は
「
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

の
添
付
を
忘
れ
ず
に

台風、大雨などにより災害が発生したら！！ 台風、大雨などにより災害が発生したら！！ 
＜市における主な災害復旧事業関係概要＞ 

□道路、河川など⇒道路、河川などの被害箇所を発見した場合は、速やかに 
 　　　　　　　　　 建設課（TEL33－1101）または各支所地域事業課 
 　　　　　　　　　 までご連絡ください。 　 
□農地・農業用施設⇒　 大規模な災害⇒公共災害復旧事業（国庫補助） 
 　 
                              小規模な災害⇒南房総市小規模農地農業用施設災害復旧事業（市単独補助） 

　富山支所 地域事業課  57-2512　白浜支所 地域事業課  38-3112　丸山支所 地域事業課  46-3112 
　　  〃  　 地域総務課  57-2511　　  〃  　 地域総務課  38-3111　　  〃  　 地域総務課  46-3111 
　三芳支所 地域事業課  36-2112　千倉支所 地域事業課  44-1112　和田支所 地域事業課  47-3112 
　　  〃  　 地域総務課  36-2111　　  〃  　 地域総務課  44-1111　　  〃  　 地域総務課  47-3111

□住家（居住のため使用している建物）が土砂の流出により半壊または全壊の被害を被る恐れ 
　がある場合の排土事業⇒南房総市災害応急対策事業（市単独補助） 

詳細については､農林振興課（TEL33－1071）または各支所地域事業課までご連絡ください 

詳細については、消防防災課（TEL33－1052）または各支所地域総務課までご連絡ください 

災
　
　
害
　
　
発
　
　
生 

各支所の連絡先 
 

保
険
税
は
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

お
支
払
い
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す
。



障害者自立支援法が施行され、10月1日

から障害者の地域での日常生活や社会生活

の自立を図ることを目的に、地域生活支援

事業を実施しています。

市では、低所得者の負担を軽減するため、

市町村民税非課税世帯に属する利用者につ

いては、原則利用料を無料とします。

なお、市町村民税課税世帯に属する利用

者については、原則1割負担とし、月額負担

上限額を37，200円とします。主な事業

ごとの負担軽減は右記のとおりです。

2006年11月号　 9

市では国の制度として、身体または精神に重度の障害があり、下表の支給要件を満たす重度障害者（児）

を対象とした手当を支給しています。ただし、手当を受ける場合は、認定請求の手続きが必要です。

㈱サカモトが破産したため、使用できなくなった同社発行の商品券（お買物券は還付の対象
となりません）を持っている人は、前払式証票の規則などに関する法律に基づき同社が供託し
た発行保証金から還付（申出金額未満）を受けることができますので、還付を希望される人は
権利の申出を行ってください。
申出受付期限　12月26日（火）まで
◯郵送で申出を希望される場合
〒330－9716 埼玉県さいたま市中央区新都心1－1 さいたま新都心合同庁舎１号館

関東財務局　理財部　金融監督第5課　TEL 048－600－1152
◯千葉財務事務所への直接申出を希望される場合

〈受付場所〉千葉市中央区椿森5－6－1 関東財務局　千葉財務事務所　理財課　TEL 043―251―7214
〈受付時間〉午前9時から午後5時まで（土、日、祝日除く）

現地受付日　12月15日（金）・12月16日（土）の2日間
〈受付場所〉茂原市道表１　茂原市役所5階502会議室　〈受付時間〉午前10時から午後4時まで

※申し出には所定の申出書、商品券などが必要です。具体的な申し出方法については､上記照会先に問い合わせください。

募
集
・
案
内
・
お
知
ら
せ

㈱
サ
カ
モ
ト
の

商
品
券
を

お
持
ち
の
皆
さ

ん
へ

障害者自立支援法「地域生活支援事業」の利用者の負担を軽減します

手 当 名 
 
 
 
支 給 要 件  
  
 
 
所 得 制 限  
 
支 給 金 額  
支 給 月 

特別障害者手当 障害児福祉手当 

※ 申請は各地域福祉課でも受け付けます。 

①20歳以上 
②在宅で生活している人 
　※入院の場合3カ月以内は在宅扱い 
③省令に定める施設に入所していない人 
④政令で定める程度の著しく重度の障害を有し、 
　日常生活において常時特別の介護を必要とする人 

本人、配偶者または扶養義務者などの前年（ただし、1月から6月までの認定請求者は前々年）の所
得が一定額以上のときは、支給が停止されます。 

①20歳未満 
②在宅で生活している人 
　※入院の場合も在宅扱い 
③省令で定める施設に入所していない人 
④政令で定める程度の重度の障害を有し、日常生 
　活において常時の介護を必要とする人 

月額26,440円（平成18年10月現在） 
2月(11月から1月分)・5月(2月から4月分)・8月(5月から7月分)・11月(8月から10月分)

月額14,380円（平成18年10月現在） 

●コミュニケーション支援事業

●経過的精神障害者地域生活支援事業

●日常生活用具給付等事業

●訪問入浴サービス事業　

●知的障害者職親委託制度

●日中一時支援事業

●障害者自動車運転免許取得助成事業　

●身体障害者用自動車改造費助成事業　

●経過的デイサービス事業

●移動支援事業

障害者自立支援法
「地域生活支援事業」市の利用者軽減策

問い合わせ　 社会福祉課　TEL36－1151

市独自の軽減措置

特別障害者手当・障害児福祉手当

利用者負担なし

利用者負担なし

市町村民税非課税世帯は無料

市町村民税非課税世帯は無料

利用者負担なし

市町村民税非課税世帯は無料

10万円までを助成

10万円までを助成

市町村民税非課税世帯は無料

市町村民税非課税世帯は無料



地
域
で
は
、
障
害
が
あ
る
た
め
に
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
言
葉
の
理
解
の
面
な

ど
に
大
き
な
問
題
を
抱
え
、
適
切
な
医
療

が
受
け
ら
れ
な
い
状
況
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
千
葉
県
で
は
、
千
葉
県
医

師
会
お
よ
び
千
葉
県
歯
科
医
師
会
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、『
受
診
サ
ポ
ー
ト
手
帳
』

を
作
成
し
ま
し
た
。

本
手
帳
は
、
診
療
時
に
留
意
す
る
こ
と

や
主
治
医
か
ら
の
注
意
事
項
な
ど
の
情
報

を
主
治
医
や
家
庭
で
記
載
し
、
診
療
前
に

医
療
機
関
へ
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
障

害
を
持
つ
一
人
ひ
と
り
の
特
性
を
理
解

し
、
円
滑
に
治
療
を
行
う
た
め
の
手
帳
で

す
。本

手
帳
は
社
会
福
祉
課
ま
た
は
各
地
域

福
祉
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

千
葉
県
健
康
福
祉
部
障
害
福
祉
課

TEL

０
４
３
―
２
２
３
―
２
３
４
０

＊「かかったかな」と思ったら、早めに受診しましょう。
＊高熱により脱水状態になりやすいので水分補給は忘れずに。
＊体力回復のために安静にしてゆっくり休養しましょう。
＊食事は消化のよいものをとりましょう。

☆ 市では、12月28日（木）まで高齢者に対し、インフルエンザ予防接種を指定医療機
関で行っています。詳しくは、各世帯に配付されているチラシをご覧ください。

寒さとともにやってくるインフルエンザ。ただのかぜと思ったら大間違いです。
お年寄りや小さなお子さんは症状が重くなりやすく、特に注意が必要です。
まずは予防が一番。家族みんなで予防して冬を元気に過ごしましょう!

主な症状
＊38～40度の急な発熱　　＊悪寒・頭痛・倦怠感　
＊筋肉痛・関節痛などの全身症状

＊手洗い・うがいを忘れずにしましょう。
＊バランスのよい食事・睡眠をしっかりとりましょう。
＊できるだけ人ごみを避けましょう。マスクの着用も効果的です。
＊室内の乾燥・換気に気をつけましょう。（湿度は50～70％くらい）
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問い合わせ　健康増進課　問い合わせ　健康増進課　TEL36TEL36－11521152問い合わせ　健康増進課　TEL36－1152

インフルエンザ
流行の季節です

健
康
だ
よ
り

インフルエンザは感染する力が強く重い症状がでます 

予防は家族みんなで・・・インフルエンザを防ぐポイント 

インフルエンザの予防接種も効果があります 

インフルエンザの予防接種も効果があります 

もしかかってしまったらどうする？ 

インフルエンザは感染する力が強く重い症状がでます 

予防は家族みんなで・・・インフルエンザを防ぐポイント 

インフルエンザの予防接種も効果があります 

インフルエンザの予防接種も効果があります 

もしかかってしまったらどうする？ 

インフルエンザは感染する力が強く重い症状がでます 

予防は家族みんなで・・・インフルエンザを防ぐポイント 

インフルエンザの予防接種も効果があります 

インフルエンザの予防接種も効果があります 

もしかかってしまったらどうする？ 

…… …… …… 

インフルエンザは感染する力が強く重い症状がでます 

予防は家族みんなで・・・インフルエンザを防ぐポイント 

インフルエンザの予防接種も効果があります 

インフルエンザの予防接種も効果があります 

もしかかってしまったらどうする？ 

インフルエンザは感染する力が強く重い症状がでます 

予防は家族みんなで・・・インフルエンザを防ぐポイント 

インフルエンザの予防接種も効果があります 

インフルエンザの予防接種も効果があります 

もしかかってしまったらどうする？ 

インフルエンザは感染する力が強く重い症状がでます 

予防は家族みんなで・・・インフルエンザを防ぐポイント 

インフルエンザの予防接種も効果があります 

インフルエンザの予防接種も効果があります 

もしかかってしまったらどうする？ 

…… …… …… 

予防接種を受ける場合はインフルエンザが流行する前に受けるのが
効果的です。
ワクチンの効果が出るまでには2週間くらいかかり、5カ月ほど効果
が続きます。
接種回数は年齢によって違いますので、接種を希望される人は早め
にかかりつけの医師に相談しましょう。

インフルエンザは感染する力が強く重い症状がでます 

予防は家族みんなで・・・インフルエンザを防ぐポイント 

インフルエンザの予防接種も効果があります 

インフルエンザの予防接種も効果があります 

もしかかってしまったらどうする？ 

インフルエンザは感染する力が強く重い症状がでます 

予防は家族みんなで・・・インフルエンザを防ぐポイント 

インフルエンザの予防接種も効果があります 

インフルエンザの予防接種も効果があります 

もしかかってしまったらどうする？ 

インフルエンザは感染する力が強く重い症状がでます 
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受
診
サ
ポ
ー
ト
手
帳
を

使
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！
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富
浦
の
大
房
た
い
ぶ
さ

岬
西
端
の
断
崖
に
、
弁
天
様
を
お

祀ま
つ

り
し
た
洞
穴
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
洞
穴
は
、

お
よ
そ
二
里
（
八
キ
ロ
）
余
り
も
先
の
那
古
弁
天

（
館
山
市
那
古
）
の
洞
穴
ま
で
、
続
い
て
い
る
と
い

う
伝
説
が
あ
り
ま
す
。

那
古
弁
天
の
洞
穴
に
は
、
鍾
乳
石

し
ょ
う
に
ゅ
う
せ
き
が
恐
ろ
し
く

垂
れ
さ
が
り
、
地
上
の
「
阿
伽
あ

か

の
井い
ど

」
と
呼
ば
れ

る
泉
に
は
、
美
し
く
透
き
と
お
っ
た
冷
水
が
湧
き

出
て
い
ま
す
。

あ
る
と
き
、
豪
胆
な
猟
師
が
、
ほ
ん
と
う
に
洞

穴
が
続
い
て
い
る
も
の
か
調
べ
て
み
よ
う
と
、
村

人
た
ち
が
止
め
る
の
を
振
り
切
っ
て
、
一
人
で
犬

を
つ
れ
、
大
房
弁
天
の
洞
穴
に
入
り
込
ん
だ
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。

心
配
し
た
村
人
た
ち
が
、
双
方
の
洞
穴
で
待
っ

て
い
ま
す
と
、
三
日
後
に
那
古
弁
天
の
洞
穴
か
ら
、

傷
だ
ら
け
に
な
っ
た
犬
だ
け
が
出
て
き
て
、
ば
っ

た
り
倒
れ
た
ま
ま
息
が
絶
え
、
猟
師
は
と
う
と
う

出
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

那
古
弁
天
の
洞
穴
に

は
、
天
狗
が
棲
ん
で
い

る
と
い
う
話
も
あ
り
ま

し
た
の
で
、
き
っ
と
食

わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ

ろ
う
と
、
村
人
た
ち
は

震
え
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
、
大
房
弁
天
の
洞
穴

に
入
っ
た
者
は
誰
も
お

り
ま
せ
ん
。

◇赤十字活動資金の協力について◇◇赤十字活動資金の協力について◇◇赤十字活動資金の協力について◇

南房総市

　　の民話

南房総市

　　の民話

～第７話～
生稲謹爾

「
大
房
弁
天
の
洞
穴
」

お
知
ら
せ
・
民
話

～　房総半島最南端・春に一番近い道の駅　～　道の駅　白浜野島崎　（花の情報館）
問い合わせ　白浜町滝口9240 TEL 38－5519

房総半島を一路、南に向かうとその終着点が、道の駅｢白浜野島崎｣です。
冬に咲く花の潤い、夏のさわやかな海の蒼さが、大きな魅力です。
人は皆、岬の最南端に行ってみたくなる。
太平洋の水平線が丸く見え、カモメたちが歓迎の声をかけてくれる。
春に一番近いまちのお花畑、花々は笑顔で迎えてくれる。

道草は旅のはじまり、
そして、旅は道草から・・・
あなたの知りたい白浜を、
道の駅「白浜野島崎」でご相談ください。
陽をいっぱい取り入れた明るいロビーで
一休みできます。

（駐車場　普通車20台・身障者用2台・大型車2台）

あなたの指定した預貯金口座から、自動的に振り替えられますので納め忘れがありません。
納期（月）のたびに金融機関などへ行く必要がないので、手間がはぶけ、特に仕事で忙しい人、不在がちな

人に便利です。一度の手続きで毎年継続されます。申し込みは随時受け付けしています。
■ 手続方法 預貯金のある取扱金融機関などに通帳・届出印を持参し、手続きをしてください。
■ 取扱金融機関など（各本支店）
千葉銀行・京葉銀行・君津信用組合・安房農業協同組合・館山信用金庫・房総信用組合・千葉興業銀行・
三井住友銀行・千葉県信用漁業協同組合連合会・郵便局

■ お願い　口座の預貯金が不足していると、振替ができません。振替日までに預貯金残高を確認してください。
振替ができなかった場合、再度の振替はしませんので納付書で納付してください。

■ 口座振替依頼書記入上の注意
漓引き落としを開始する年度、期または月を必ず記入して下さい。金融機関を経由するため、手続きをされ
てから市で受理するまで時間がかかります。納期限間近の場合は、次期（月）からの振替になります。
滷年度途中で一括納付を申し込まれた場合、その年度は期別納付となり、次年度から一括納付になります。

問い合わせ 収納課　TEL 33－1024

道の駅　白浜野島崎駅　白浜野島崎（花の情報館情報館） 道の駅　白浜野島崎（花の情報館） 

市税などの納付は便利な口座振替で！

休憩所

※市税の領収書については、原則として送付はしませんので、必要な場合は収納課または各支所地域
総務課へ申し出てください。
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「おはようございまーす」8時半を過ぎるころ、登園バスから元気に降りてくる子どもたち。3時の降園バスに乗るまで、すべり

台、自転車、リズム遊び、泥ダンゴ作り、砂場などで伸び伸びと元気に遊んでいる全園児79人の富浦幼稚園です。

運動会を目前にしたある日、こんな会話が聞こえてきました。「きょうは、あやめ組に負けないぞ」「わたしたちだって、負けな

いからね」みんなで力をあわせて取り組む運動会のクラス対抗リレーや綱引きのことのようです。「絶対勝とうね」「ご飯をいっぱ

い食べてきたから大丈夫。勝てるに決まってるよ」「みんな、ご飯をいっぱい食べるんだよ」子どもたちなりのかわいい作戦もたて

られるようになってきました。

園では、その季節ならではの園内外の活動をとおして、一人ひとりの子どもが自分の思いや活動をふくらませ、仲間とともに活

動する喜びを味わえるよう指導に努めています。

富浦の豊かな自然に恵まれた環境を生かし、四季をとおして自然のなかで遊べるよう園周辺への散歩や海遊び・磯遊び・大房岬

での園外活動も行っています。心も体も開放される自然のなかで体験をとおして季節の移ろいのなかで動植物・気象の変化に気づ

く感性を磨き、さらに友だちと一緒に遊ぶ楽しさを味わいながら、やさしさ、たくましさなども育ってほしいと願っています。

◆◆◆◆◆パソコン講座（初・中級者対象）参加者募集（全10日間）◆◆◆◆◆
文字の入力から文書作成（ワード・エクセル）などを学ぶパソコン講座を開催しますので、ご参加ください。

開催日 文字の入力・ワード、エクセル学習など
年賀状作り・カレンダー作り　　

豊かな自然に恵まれた環境で育む
やさしさ、たくましさ

富浦幼稚園
（富浦地区）

市内に15園ある幼稚園を毎月紹介します。

※
広
告
内
容
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
広
告
主

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

園長先生、カニつかまえて～！ 
 
ここにもいたぞ～！見せて！ 
 
よいしょ！どちらもがんばれ 
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ここにもいたぞ～！見せて！ 園長先生、カニつかまえて～！園長先生、カニつかまえて～！ 
 
ここにもいたぞ～！見せて！ 
 
よいしょ！どちらもがんばれ 
 
もうすぐゴールだ！　 

園長先生、カニつかまえて～！ 

①11／27（月）②11／28（火）③11／29（水）④11／30（木）⑤12／1（金）
⑥12／ 4（月）⑦12／ 5（火）⑧12／ 6（水）⑨12／ 7（木）⑩12／8（金）

時　間 午後7時から午後9時まで　　場　所 丸山公民館パソコン室
募集人員 20人　　参加費 無料　　申込期限 11月17日（金）
問い合わせ 丸山公民館　TEL 46－4031

※参加者が少ない場合は、開催しない場合があります。
また、募集人員を越える希望者があった場合は、抽選となります。


